
米子市建設工事成績評定要綱

（目的）

第１条 この要綱は、市が発注する建設工事（以下「工事」という。）に係る成

績評定（以下「評定」という。）を行う場合について、その取扱いに関し必要

な事項を定めるものとする。

（評定の基本）

第２条 評定は、米子市建設工事検査規程（平成１７年米子市訓令第３５号。

以下「検査規程」という。）第４条に基づき実施した検査を基に行い、厳正

かつ適正に行わなければならない。

（評定の対象）

第３条 評定は、米子市建設工事執行規則（平成１７年米子市規則第１０６号。

以下「建設工事規則」という。）第１条に規定する工事のうち次に掲げる工事

以外のものを対象とする。

(1) 請負金額が２００万円未満の工事

(2) 米子市の管理する道路、河川、公園及び下水道を維持し、修繕し、又は

管理することを目的とする年間維持工事

(3) 災害復旧等の緊急応急工事

(4) 前３号に掲げるもののほか、市長が評定を行うことが不要であると認め

る工事

（評定者）

第４条 評定を行う者（以下「評定者」という。）は、次の各号に掲げる工事の

区分に応じ、それぞれ当該各号に定めるものとする。

(1) 請負金額が２，０００万円以上の工事

ア 第１次評定者 建設工事規則第３１条第１項の規定に基づく監督員

（以下「監督員」という。）及び担当課長

イ 第２次評定者 検査規程第３条に規定する検査員（以下「検査員」と

いう。）

(2) 請負金額が２００万円以上２，０００万円未満の工事

ア 第１次評定者 監督員

イ 第２次評定者 検査員

（評定の方法）

第５条 完成検査の評定は、工事成績評定の考査項目別運用表（様式土３－１

①から様式土３－１④まで、様式土３－２①及び様式土３－２②、様式土３

－３①から様式土３－３㉛まで並びに様式土３－４①及び様式土３－４②又

は様式建３－１①から様式建３－１⑧まで、様式建３－２①から様式建３－



２④まで及び様式建３－３①から様式建３－３⑧まで）に基づいて実施し、

工事成績採点表（様式土１－１及び様式土１－２又は様式建１－１及び建１

－２）により採点を行うものとし、併せて項目別評点内訳書（様式土２又は

様式建２）を作成するものとする。

（評定の決定等）

第６条 第１次評定者は、前条の考査項目別運用表及び工事成績採点表に必要

な事項を記載し、第２次評定者に提出するものとする。

２ 第２次評定者は、第１次評定者から提出された前項の書類に必要な事項を

記載し、評定点を算出するとともに、工事成績を決定するものとする。

（評定点等の通知）

第７条 評定が決定したときは、当該工事の評定点及び項目別評点内訳を当該

施工業者に速やかに通知するものとする。

附 則

この要綱は、平成１８年３月３１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２１年６月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２８年２月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。

附 則

（施行期日）

１ この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この要綱による改正後の米子市建設工事成績評定要綱第５条の規定は、こ

の要綱の施行の日以後に発注する建設工事に係る評定（同要綱第１条に規定

する評定をいう。以下同じ。）について適用し、同日前に発注した建設工事に

係る評定については、なお従前の例による。

附 則

（施行期日）

１ この要綱は、令和２年８月１日から施行する。

（経過措置）

２ この要綱による改正後の米子市建設工事成績評定要綱第５条の規定は、こ

の要綱の施行の日以後に発注する建設工事に係る評定（同要綱第１条に規定

する評定をいう。以下同じ。）について適用し、同日前に発注した建設工事に

係る評定については、なお従前の例による。



附 則

（施行期日）

１ この要綱は、令和７年 6月 26 日から施行する。

（経過措置）

２ この要綱による改正後の米子市建設工事成績評定要綱第３条第１号及び第

４条第２号の規定は、令和７年４月１日以後に発注する建設工事に係る評定

（同要綱第１条に規定する評定をいう。以下同じ。）について適用し、同日前

に発注した建設工事に係る評定については、なお従前の例による。


